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Review と称する。
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8．（査読） 1）社会学部専任教員および学会内外の有識者より若干名の査読委員を選
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査読委員の任期は 1年とする。

2）査読委員は，編集委員の求めに応じて原稿を査読する。
3）編集委員は，査読委員の意見をふまえ，編集にあたる。

執筆要領
1．本誌に発表する論文等は，未発表のものに限る。
2．原稿の提出希望者は，あらかじめ編集委員会からのアンケートによって，各年度当初に年間
の本誌該当号への提出希望と原稿の種類を記入する。

3．原稿の長さは概ね 400字原稿用紙 100枚以内が望ましい。
4．ワープロ，パソコン使用（以上はフロッピー，原稿ともに提出），手書き原稿のいずれも可
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本会は同志社大学社会学会と称し，事務所を
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4．会計委員 1名：評議員の互選による
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